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令和６年度 調査部・教育課程検討委員会合同アンケートのお願い（依頼）

日頃は、日本理化学協会の活動へのご理解・ご協力に感謝申し上げます。本協会では、

以下を目的として活動しております。

・高等学校における理科教育の振興を図り、合わせて会員の研修を深めて、資質の向上を

図る。

・小学校・中学校・高等学校・大学の連携を密にして、わが国における理科教育の充実発

展を目指す。

調査部および教育課程委員会では、今年度も会員の皆様にアンケートをお願いしたいと

存じます。この調査は、協会の目的に沿って理科教育の現況を調査し、理科教育のさらな

る発展を目的として実施します。アンケートの集計結果は８月の全国理科教育大会で発表

するとともに、文部科学省等行政機関に、学校現場での先生方の意見を反映させるために

報告しています。

その成果をより大きくしていくために、出来るだけ多くの先生のご意見の集約が不可欠

です。多くの声が寄せられますと、私たちの思いをより強く伝えることができます。各学

校に所属している多くの理科の先生方から、ご回答を頂けますことを願っています。

今年度はＷｅｂ（Microsoft Forms）での回答となります。以下の ① または ② から

入力をお願いします。

＊ 調査する項目を「探究」「人材育成」「遠隔授業」「個別最適な学びと協働的な学びの

実現」「生成ＡＩの活用」「教育課程」としました。質問数は昨年度より大幅に減ら

しました。

① ＰＣによる回答 ② スマートフォン等による回答

アンケートＵＲＬ ＱＲコード

https://forms.office.com/r/AaGH9qmwh5

回答締切 ７月５日(金) ７月16日(火)

＊ 延期しました。

ご協力、よろしくお願いいたします。


